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2018 年度 第 308 回教育研究審議会議事要録 
 

日 時  2019 年 2 月 5 日（火）13:30～14:45 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701 会議室 
出席者  松尾学長、柳井副学長、梶原副学長、二宮副学長、中尾副学長、田上事務局長、 
 大平外国語学部長、朱経済学部長、田部井文学部長、小野法学部長、眞鍋地域創生学群長、 
 龍国際環境工学部長、日髙基盤教育センター長、八百社会システム研究科長、 
 任マネジメント研究科長、今泉学生部長、田村教務部長、後藤入試広報センター長、 
 佐藤情報総合センター長、廣渡評価室副室長 
 
 

配布資料  1  再任審査報告書 

      2  各種委員会等の委員の選出について 

      3  ウォーターフォード工科大学との大学間協定の締結について 

      4  アイルランド国立大学ゴールウェイ校との学生交流協定の締結について 

      5-1 平成30年度計画の実施状況及び平成31年度計画（素案） 

      5-2 平成31年度計画（素案）の主な取組一覧 

      5-3 平成31年度計画（素案）の施策数及び策定スケジュール 

      5-4 所管組織一覧表（教員組織） 

      5-5 平成31年度計画ファイルの格納場所について 

      6-1 学則・学部規程等改正について 

      6-2 学部規程等の改正について（別表関係） 

      7  北九大教育ポートフォリオシステムの全学展開について 

      8  2018年度のCOC+事業の推進状況について 

      9  健康増進法の改正による学内喫煙の対応について 

      10  北九州市立大学教員海外出張・研修報告書 
 

第１号 教員の再任について 

＊ 資料 1のとおり、2019 年 9 月 30 日付けで任期満了となる任期制教員のうち、再任申請のあった国

際環境工学部教員 2名について、再任審査委員会から再任審査結果の報告がなされ、同報告に基づき、

再任について提案。 
 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第２号 各種委員会等委員の推薦依頼について 

＊ 資料 2のとおり、各種委員会等委員の推薦依頼について提案。 
 

  ● 人権・ハラスメント相談員は各学部から2名となっているが、外国語学部は3学科体制のため、3

名としたい。追加する1名については学長指名の委員となるのか。 

  ○ そのとおりである。 

  ● 国際教育交流センター会議の委員については、学科長、学類長が委員となるのか。 

  ○ 学科長、学類長が正委員となる。正委員の代理を務める副委員は、追って選出を依頼する。正委

員と副委員はそれぞれ1名選出していただくが、正委員1名とすることも可能である。 

  ○ 国際教育交流センターの副委員も含めて各種委員会の選出を検討してほしい。 

  ● 国際教育交流センター会議には部会がいくつかあるが、会議と部会の違いは何か。また、それぞ

れの部会を兼務することは可能か。 
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  ○ 会議については、管理運営に関するものを所管するため学科長・学類長にお願いするが、他の部

会の構成については、選出された副委員や協力委員を含め所属や希望に応じて検討する。委員は全

ての部会を兼務することも可能である。 

  ● 学生サポート委員会の委員については、英語科目が必修であることと、英語科目の学習について

いけない学生をサポートする等の理由で基盤教育センターの英語部門の教員も委員会に加わって

いた経緯がある。書面上では1名となっているが、3名としなくてよいのか。 

  ○ 前回はサブ委員として入っていただいていた。正式に委員を増員するか否かについては、根拠規

程等を再度確認し、追って回答する。 

  ● 社会人大学教育運営委員会部会があるが、大学院ではなくi-Designコミュニティカレッジを想定

しているのか。また、地域創生学群は2名の選出となっているが、必要か。実質的な運営には地域

創生学群の複数の教員が関わることになると考えられるが、人員的に厳しいため委員は1名として

もらいたい。 

  ○ i-Designコミュニティカレッジを示すものであり、領域として地域創生があるため、2名とさせ

ていただいている。委員には様々な調整を行っていただく必要があるため、1名に負担がかからな

いよう2名体制としている。文学部、基盤教育センターも同様の考えで2名としている。委員として

働いていただくことで教員活動報告にもきちんと記載してもらえると考えている。詳細については、

追って個別に相談させていただきたい。 

  ● 社会システム研究科の委員に関しては、各学部、部局の委員のなかで研究科の科目を担当する教

員が兼任することになっているため、各学部、部局の委員が選出されてから兼任をお願いすること

となり、提出時期についてはご配慮いただきたい。 

● 国際教育交流センター委員の教員が学科長となっているが、社会システム研究科の委員も学科長

にお願いすることとなるのか。 

○ 兼務として選出いただいて問題ない。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第３号 ウォーターフォード工科大学との大学間協定等の締結について 

＊ 資料 3 のとおり、ウォーターフォード工科大学との大学間協定等の締結について提案。 
 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第４号 アイルランド国立大学ゴールウェイ校との学生交流協定の締結について 

＊ 資料 4のとおり、アイルランド国立大学ゴールウェイ校との学生交流協定の締結について提案。 
 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第５号 平成31年度計画（素案）について 

＊ 資料 5のとおり、平成 31 年度計画（素案）について提案。 
 

  ○ 平成31年度計画（素案）について、記載内容を確認のうえ、意見があれば2月22日までに経営企

画課へ提出してもらいたい。意見を集約後、3月5日の教育研究審議会及び3月20日の役員会・経営

審議会に提案する予定である。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 
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第６号 学則及び学部規程等の改正について 

＊ 資料 6のとおり、大学設置基準に対応した学則改正や、カリキュラム改編、教職免許法改正に伴う

学部、研究科規程の改正、について提案。 
 

  ● 教育職員免許法及び同施行規則の改正に伴う学則改正において、改正後の免許名称が高等校とな

っている部分がある。学部規程の改正では高等学校となっているがどちらが正しいのか。 

  ○ 高等学校が正しいと思われる。確認して修正を行う。 

 

【議長】一部資料を修正のうえ、提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 

報告 
① 北九大教育ポートフォリオの全学展開について 

② 2018 年度 COC+事業の推進状況について 

③ 健康増進法の改正による学内喫煙の対応について 

④ 教員の海外出張について 

⑤ 次回の審議会を 2019 年 2 月 19 日（火）に開催する予定の旨、連絡があった。 


